
(57)【要約】

本発明は、前面電極手段と背面電極手段（１３，２３；

１４，２４）との間及び前面偏光子手段と背面偏光子手

段（１７ａ，２７ａ；１７ｂ，２７ｂ）との間に挟まれ

る液晶層（１２，２２）を有する複数の画素を有する半

透過型液晶表示装置（１１，２１）に関する。この表示

装置は、光学λ／４層（１６ａ，２６ａ）が少なくとも

部分的に上記前面偏光子（１７ａ，２７ａ）と上記液晶

層（１２，２２）との間に配され、上記液晶層（１２，

２２）が本質的に８０°乃至１００°の範囲内（例えば

９０°）でツイスト角を有する液晶層である。。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
前 面 電 極 手 段 と 背 面 電 極 手 段 と の 間 及 び 前 面 偏 光 子 手 段 と 背 面 偏 光 子 手 段 と の 間 に 挟 ま れ
る 液 晶 層 を 有 す る 複 数 の 画 素 を 有 す る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 光 学 λ ／ ４ 層 が 少
な く と も 部 分 的 に 前 記 前 面 偏 光 子 手 段 と 前 記 液 晶 層 と の 間 に 配 さ れ 、 前 記 液 晶 層 が 本 質 的
に ８ ０ ° 乃 至 １ ０ ０ ° の 範 囲 内 （ 例 え ば ９ ０ ° ） で ツ イ ス ト 角 を 有 す る 液 晶 層 で あ る 半 透
過 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 光 学 λ ／ ４ 層 が 広 帯 域 λ ／ ４ 層 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 画 素 の 各 々 が 透 過 サ ブ 画 素 と 反 射 サ ブ 画 素 に 副 分 割 さ れ 、 前 記 光 学 λ ／ ４ 層 が 本 質 的
に 前 記 反 射 サ ブ 画 素 の み を 覆 い 、 こ れ に よ っ て パ タ ー ン 化 λ ／ ４ ホ イ ル を 構 成 す る 請 求 項
１ 又 は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 背 面 電 極 手 段 が 、 全 体 の 画 素 領 域 を 本 質 的 に 覆 う 半 透 過 反 射 電 極 で あ る 請 求 項 １ 又 は
２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
透 過 サ ブ 画 素 の セ ル ギ ャ ッ プ は 、 反 射 サ ブ 画 素 の 対 応 す る セ ル ギ ャ ッ プ よ り 本 質 的 に 大 き
い 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
基 板 上 に 反 応 性 液 晶 層 を 被 着 す る 工 程 と 、
前 記 デ ィ ス プ レ イ の 透 過 部 に 対 応 す る 部 分 を 覆 い 反 射 部 に 対 応 す る 部 分 を 露 呈 す る マ ス ク
を 当 て は め る 工 程 と 、
前 記 マ ス ク を 通 じ て 前 記 反 応 性 液 晶 材 料 層 を 光 重 合 す る 工 程 と 、
反 応 し て い な い 液 晶 材 料 を 除 去 す る 工 程 と 、
を 有 す る パ タ ー ン 化 λ ／ ４ ホ イ ル を 生 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
基 板 上 に 反 応 性 液 晶 層 を 被 着 す る ス テ ッ プ と 、
デ ィ ス プ レ イ の 透 過 部 に 対 応 す る 部 分 を 覆 い 、 一 方 、 反 射 部 に 対 応 す る 部 分 を 露 呈 す る マ
ス ク を 当 て は め る ス テ ッ プ と 、
前 記 反 応 性 液 晶 層 を 第 １ の 温 度 に 保 ち な が ら 、 前 記 反 応 性 液 晶 層 の 第 １ の 光 重 合 露 光 を 実
行 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 反 応 性 液 晶 層 を 第 ２ の 温 度 に 保 ち な が ら 、 前 記 反 応 性 液 晶 層 の 第 ２ の 光 重 合 露 光 を 実
行 す る ス テ ッ プ と を 有 し 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 光 重 合 露 光 の う ち の 一 つ が 前 記 反 応 性 液 晶 層 上 に 当 て は め ら れ た マ ス
ク を 通 し て 行 わ れ る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 温 度 が 、 前 記 反 応 性 液 晶 層 が 前 記 第 １ の 温 度 及 び 前 記 液 晶 材 料 の ク リ
ア リ ン グ ポ イ ン ト よ り 上 の 第 ２ の 温 度 に お い て ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 相 で あ る よ う に 選 択 さ れ
る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
基 板 上 に 反 応 性 液 晶 層 を 被 着 す る ス テ ッ プ と 、
所 望 の パ タ ー ン 化 λ ／ ４ ホ イ ル に 対 応 す る パ タ ー ン 化 配 向 層 を 備 え る ス テ ッ プ と 、
を 有 す る パ タ ー ン 化 λ ／ ４ ホ イ ル を 生 成 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 パ タ ー ン 化 配 向 層 は 光 配 向 に よ っ て 生 成 さ れ る 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 前 面 電 極 手 段 と 背 面 電 極 手 段 と の 間 及 び 前 面 偏 光 子 手 段 と 背 面 偏 光 子 手 段 と の
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間 に 挟 ま れ る 液 晶 層 を 有 す る 複 数 の 画 素 を 有 す る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 装 置 用 の パ タ ー ン 化 λ ／ ４ （ １ ／ ４ 波 長 ） ホ イ ル を 生 成 す る 方 法 に も 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ の 低 消 費 電 力 、 信 頼 性 、 及 び 低 価 格 の た め に 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 即 ち Ｌ Ｃ Ｄ は 、 Ｐ Ｄ Ａ
、 ラ ッ プ ト ッ プ 及 び 携 帯 電 話 の よ う な モ バ イ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン 用 の 標 準 デ ィ ス プ レ イ に
選 択 さ れ る よ う に な っ て い る 。 し か し 、 今 日 に 一 般 に 使 わ れ る Ｌ Ｃ Ｄ は 、 一 般 に 、 低 輝 度
、 飽 和 し て い な い 色 （ unsaturated color） 、 狭 い 視 野 角 及 び ／ 又 は 低 コ ン ト ラ ス ト を 示
す と い う 欠 点 を 有 す る 。 従 っ て 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス の 反 射 型 Ｌ Ｃ Ｄ 及 び 透 過 型 Ｌ Ｃ
Ｄ の よ う な 改 良 さ れ た 装 置 が 、 モ バ イ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 市 場 を 急 速 に 引 き 継 い で い る
。 反 射 型 Ｌ Ｃ Ｄ は 、 直 射 日 光 の 中 の ア ウ ト ド ア で の 使 用 に 適 し て い る 。 コ ン ト ラ ス ト 比 は
、 透 過 型 デ ィ ス プ レ イ と 比 較 し て 相 対 的 に 低 く 、 劣 悪 な 照 明 条 件 下 で は 、 こ の 種 類 の デ ィ
ス プ レ イ の 輝 度 は 低 い 。 一 方 、 透 過 型 Ｌ Ｃ Ｄ は 良 好 な コ ン ト ラ ス ト 比 を 有 す る が 、 直 射 日
光 の 照 射 条 件 で は 実 際 は 読 み に く く な る 。 さ ら に 、 透 過 型 デ ィ ス プ レ イ は バ ッ ク ラ イ ト を
利 用 し 、 消 費 電 力 の 増 加 を も た ら す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 っ て 、 あ ら ゆ る 照 明 条 件 下 で 、 良 好 な 表 示 特 性 を 有 す る デ ィ ス プ レ イ が 必 要 で あ る 。 １
つ の 解 決 策 は 、 い わ ゆ る 半 透 過 型 Ｌ Ｃ Ｄ を 使 う こ と で あ り 、 こ れ は 、 同 時 に 透 過 モ ー ド と
反 射 モ ー ド と の 両 方 で 使 用 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 バ ッ ク ラ イ ト の 強 度 は 、 照 明 条
件 を 適 合 さ せ る 目 的 で 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド 等 を 用 い て 、 手 動 又 は 自 動 で 調 整 す る こ と が で
き る 。 本 発 明 は 、 半 透 過 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 装 置 及 び 斯 か る デ ィ ス プ レ イ を 生 産 す る 方
法 に 関 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 高 効 率 及 び 改 良 さ れ た 視 野 角 依 存 性 を 有 す る 半 透 過 型 デ ィ ス プ レ イ を 提
供 す る こ と に あ る 。 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 デ ィ ス プ レ イ の 明 状 態 に 対 し て 高 透 過 率 を 有 す
る 半 透 過 型 デ ィ ス プ レ イ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ れ ら 及 び 他 の 目 的 は 、 光 学 λ ／ ４ 層 が 少 な く と も 部 分 的 に 上 記 前 面 偏 光 子 と 上 記 液 晶 層
と の 間 に 配 さ れ 、 上 記 液 晶 層 が ８ ０ ° 乃 至 １ ０ ０ ° の 範 囲 内 （ 例 え ば ９ ０ ° ） で 本 質 的 に
ツ イ ス ト 角 を 有 す る 液 晶 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 導 入 部 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に よ っ て 達
成 さ れ る 。 こ の 装 置 に よ れ ば 、 高 コ ン ト ラ ス ト 比 の 反 射 モ ー ド を 有 す る 半 透 過 型 デ ィ ス プ
レ イ を 達 成 す る こ と が で き る 。 こ の 構 成 は 、 よ り 小 さ い ツ イ ス ト 角 を 伴 な う 従 来 の 反 射 型
Ｌ Ｃ Ｄ よ り も 急 峻 な 反 射 率 ／ 透 過 率 -電 圧 曲 線 を 有 し 、 そ の 結 果 カ ラ ム ド ラ イ バ 上 の 電 圧
ス イ ン グ が 減 少 す る 装 置 を も た ら し 、 こ れ に よ っ て 、 本 発 明 の デ ィ ス プ レ イ の 消 費 電 力 が
減 少 す る 。 更 に 、 透 過 モ ー ド に お い て 、 セ ル ギ ャ ッ プ の ば ら つ き の 影 響 を 受 け に く い 。 好
ま し く は 、 光 学 λ ／ ４ 層 が 広 帯 域 λ ／ ４ 層 で あ り 、 向 上 し た コ ン ト ラ ス ト 比 及 び 増 大 し た
輝 度 を 有 し 全 体 的 に 良 好 な 暗 状 態 を 伴 な う デ ィ ス プ レ イ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に よ れ ば 、 上 記 画 素 の 各 々 が 反 射 サ ブ 画 素 と 透 過 サ ブ 画 素 に 副 分 割 さ
れ 、 上 記 光 学 λ ／ ４ 層 が 本 質 的 に 上 記 反 射 サ ブ 画 素 の み を 覆 い 、 こ れ に よ っ て パ タ ー ン 化
λ ／ ４ ホ イ ル を 構 成 し て い る 。 こ の デ ィ ス プ レ イ は 、 相 対 的 に 高 い 透 過 率 を 有 す る 。 好 ま
し く は 、 透 過 サ ブ 画 素 の セ ル ギ ャ ッ プ は 、 反 射 サ ブ 画 素 の 対 応 す る セ ル ギ ャ ッ プ よ り 本 質
的 に 大 き い 。 半 透 過 サ ブ 画 素 の セ ル ギ ャ ッ プ は 、 反 射 サ ブ 画 素 の セ ル ギ ャ ッ プ よ り も 例 え
ば １ ． ５ 倍 -２ ． ５ 倍 大 き く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 透 過 サ ブ 画 素 の 大 き な セ
ル ギ ャ ッ プ が 、 偏 光 し た 光 を よ り 小 さ い 楕 円 を 有 す る 出 射 偏 光 状 態 に し 、 こ れ に よ っ て 透
過 率 が 増 加 す る の で 、 デ ィ ス プ レ イ の バ ッ ク ラ イ ト 効 率 を 更 に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に よ れ ば 、 背 面 電 極 手 段 は 、 画 素 領 域 全 体 を 本 質 的 に 覆 い 、 標 準 的 成
分 を 加 え る こ と に よ っ て 簡 単 に 実 現 で き る 半 透 過 反 射 電 極 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 の 目 的 は 、 上 記 の デ ィ ス プ レ イ 用 の パ タ ー ン 化 λ ／ ４ ホ イ ル を 生 成 す る ３ つ の 異 な る
方 法 に よ っ て も 部 分 的 に 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 １ の 実 施 例 で は 、 こ の 方 法 は 、 基 板 上 に 反 応 性 液 晶 層 を 被 着 す る 工 程 と 、 上 記 デ ィ ス プ
レ イ の 透 過 部 に 対 応 す る 部 分 を 覆 い 反 射 部 に 対 応 す る 部 分 を 露 呈 す る マ ス ク を 当 て は め る
工 程 と 、 上 記 マ ス ク を 通 じ て 上 記 反 応 性 液 晶 材 料 層 を 光 重 合 す る 工 程 と 、 反 応 し て い な い
液 晶 材 料 を 除 去 す る 工 程 と を 有 す る 。 こ の 方 法 は 、 こ の 処 理 が 単 一 の 温 度 で 行 う こ と が で
き る と い う 利 点 を 有 し 、 こ れ に よ っ て 、 処 理 時 間 と 装 置 へ の 投 資 と の 両 方 が 削 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ２ の 実 施 例 で は 、 こ の 方 法 は 、 基 板 上 に 反 応 性 液 晶 層 を 被 着 す る ス テ ッ プ と 、 デ ィ ス プ
レ イ の 透 過 部 に 対 応 す る 部 分 を 覆 い 、 一 方 、 反 射 部 に 対 応 す る 部 分 を 露 呈 す る マ ス ク を 当
て は め る ス テ ッ プ と 、 上 記 反 応 性 液 晶 層 を 第 １ の 温 度 に 保 ち な が ら 、 上 記 反 応 性 液 晶 層 の
第 １ の 光 重 合 露 光 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、 上 記 反 応 性 液 晶 層 を 第 ２ の 温 度 に 保 ち な が ら 、
上 記 反 応 性 液 晶 層 の 第 ２ の 光 重 合 露 光 を 実 行 す る ス テ ッ プ と を 有 し 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の
光 重 合 露 光 の う ち の 一 つ が 上 記 反 応 性 液 晶 層 上 に 当 て は め ら れ た マ ス ク を 通 し て 行 わ れ る
。 こ の 方 法 は 、 第 １ の 実 施 例 に 記 載 さ れ て い る 光 重 合 プ ロ セ ス で は 反 応 し な い 透 過 サ ブ 画
素 上 の Ｌ Ｃ 材 料 を 除 去 す る 必 要 が な い と い う 利 点 を 有 す る 。 好 ま し く は 、 上 記 第 １ 及 び 第
２ の 温 度 が 、 上 記 反 応 性 液 晶 層 が 上 記 第 １ の 温 度 及 び 上 記 液 晶 材 料 の ク リ ア リ ン グ ポ イ ン
ト よ り 上 の 第 ２ の 温 度 に お い て ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 相 で あ る よ う に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ３ 実 施 例 で は 、 こ の 方 法 は 、 基 板 上 に 反 応 性 液 晶 層 を 被 着 す る ス テ ッ プ と 、 所 望 の パ タ
ー ン 化 λ ／ ４ ホ イ ル に 対 応 す る パ タ ー ン 化 配 向 層 を 備 え る ス テ ッ プ と 、 を 有 す る 。 透 過 サ
ブ 画 素 上 の λ ／ ４ ホ イ ル の 配 向 は 、 前 面 偏 光 子 の 透 過 軸 又 は 吸 収 軸 と 適 宜 に 平 行 で あ る 。
好 ま し く は 、 上 記 パ タ ー ン 化 配 向 層 は 光 配 向 に よ っ て 生 成 さ れ る 。 こ の 方 法 は 、 光 重 合 自
体 が ど ち ら か と い え ば 簡 単 で 且 つ 十 分 テ ス ト 済 み の 方 法 で あ る と い う 点 で 有 利 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ 及 び 図 ２ に は 、 本 発 明 の 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 例 に よ る 半 透 過 型 液 晶 表 示 装 置 が 示 さ れ
て い る 。 半 透 過 型 表 示 装 置 は 、 反 射 モ ー ド 及 び ／ 又 は 透 過 モ ー ド で 駆 動 さ れ る こ と が で き
る デ ィ ス プ レ イ で あ る 。 図 １ 又 は 図 ２ に よ る デ ィ ス プ レ イ １ １ 、 ２ １ は 、 透 明 前 面 電 極 １
３ 、 ２ ３ と 背 面 電 極 １ ４ 、 ２ ４ と の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 １ ２ 、 ２ ２ （ 本 実 施 形 態 で は ツ イ
ス テ ッ ド ネ マ チ ッ ク 液 晶 層 ） を 有 す る 。 さ ら に 、 液 晶 材 料 層 １ ２ 、 ２ ２ の ツ イ ス ト 角 及 び
プ レ チ ル ト 角 並 び に 平 衡 配 向 を 誘 導 す る た め に 、 そ れ 自 体 は 既 知 の や り 方 で 、 配 向 層 （ 図
示 せ ず ） が 上 記 電 極 １ ３ ， ２ ３ ； １ ４ ， ２ ４ に 配 さ れ る 。 デ ィ ス プ レ イ １ １ 、 ２ １ は 複 数
の 画 素 に 副 分 割 さ れ 、 図 １ 及 び 図 ２ は 斯 か る １ つ の 画 素 を 概 略 的 に 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ 実 施 例 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 各 画 素 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 １ １ ａ 、 １ １ ｂ
に 副 分 割 さ れ （ 同 じ 面 積 を 有 す る 必 要 は 無 い ） 、 第 １ の 副 画 素 １ １ ａ を 透 過 サ ブ 画 素 と 呼
び 、 一 方 、 第 ２ の サ ブ 画 素 １ １ ｂ を 反 射 サ ブ 画 素 と 呼 ぶ 。 各 第 １ の サ ブ 画 素 １ １ ａ は 、 例
え ば Ｉ Ｔ Ｏ か ら 製 造 さ れ る 透 明 の 第 １ の 背 面 電 極 部 １ ４ ａ を 含 み 、 各 第 ２ の サ ブ 画 素 は 反
射 部 を 兼 ね る 、 ア ル ミ ニ ウ ム ホ イ ル 等 の よ う な 第 ２ の 背 面 電 極 部 １ ４ ｂ を 有 す る 。 従 っ て
、 第 １ の 電 極 部 １ １ ａ は 透 過 画 素 部 を 規 定 し 、 第 ２ の 電 極 部 １ １ ｂ は 反 射 画 素 部 を 規 定 す
る 。 液 晶 層 １ ２ 及 び 電 極 １ ３ 、 １ ４ は 、 全 体 と し て 液 晶 セ ル １ ５ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
更 に 、 液 晶 セ ル は 、 前 面 光 学 ホ イ ル １ ６ ａ と 任 意 の 背 面 光 学 ホ イ ル １ ６ ｂ と の 間 に 挟 ま れ
る 。 前 面 光 学 ホ イ ル １ ６ ａ は １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル で あ り 、 こ れ は 反 射 サ ブ 画 素 に と っ て 本 質
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的 な も の で あ る 。 背 面 光 学 ホ イ ル は 、 デ ィ ス プ レ イ の 暗 状 態 に お い て 、 透 過 サ ブ 画 素 に 対
し て 前 面 光 学 ホ イ ル １ ６ ｂ の 機 能 を 除 去 す る 。 好 適 実 施 例 （ 図 示 せ ず ） に よ れ ば 、 前 面 光
学 ホ イ ル １ ６ ａ は 広 帯 域 １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル で あ り 、 本 質 的 に １ ／ ４ 波 長 及 び 半 波 長 の リ タ
ー ダ を 有 し 、 こ れ に よ っ て 、 向 上 し た コ ン ト ラ ス ト 比 及 び 増 大 し た 輝 度 を 有 し 全 体 的 に 良
好 な 暗 状 態 を 伴 な う デ ィ ス プ レ イ が 提 供 さ れ る 。 さ ら に 、 図 １ に 示 す よ う に 、 装 置 を 見 る
人 の 側 に 前 面 偏 光 子 １ ７ ａ が 配 さ れ 、 背 面 側 に 背 面 偏 光 子 １ ７ ｂ 及 び バ ッ ク ラ イ ト パ ネ ル
１ ８ が 配 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に よ る 表 示 装 置 の 第 ２ の 実 施 例 は 図 ２ に 示 さ れ る 。 こ の 場 合 、 各 画 素 は 、 透 明 前 面
電 極 ２ ３ と 半 透 明 反 射 背 面 電 極 ２ ４ と の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 層 ２ ２ を 有 す る 。 例 え ば 、 半 透
明 反 射 背 面 電 極 ２ ４ は 金 属 反 射 部 を 含 ん で い て も よ く 、 こ れ は 、 入 射 光 の 或 る 程 度 の 部 分
が 透 過 す る の に 十 分 薄 い 。 協 働 し て 、 液 晶 層 及 び 電 極 は 液 晶 セ ル ２ ５ を 構 成 す る 。 セ ル は
、 本 発 明 に よ る 前 面 光 学 ホ イ ル ２ ６ ａ と 背 面 光 学 ホ イ ル ２ ６ ｂ と の 間 に 挟 ま れ る 。 以 下 、
こ の 構 成 は 偏 光 子 （ 即 ち 、 前 面 偏 光 子 ２ ７ ａ 及 び 背 面 偏 光 子 ２ ７ ｂ ） の 間 に 配 さ れ 、 こ の
表 示 装 置 の 背 面 側 に バ ッ ク ラ イ ト パ ネ ル ２ ８ が 配 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 の よ う に 、 前 面 光 学 ホ イ ル 及 び 背 面 光 学 ホ イ ル １ ６ ａ ， ２ ６ ａ ； １ ６ ｂ ， ２ ６ ｂ は 液
晶 セ ル １ ５ ， ２ ５ の 反 対 側 に 配 さ れ る 。 表 示 装 置 の 高 い コ ン ト ラ ス ト 比 の 反 射 モ ー ド を 達
成 す る た め に 、 こ の デ ィ ス プ レ イ の 暗 状 態 の 透 過 率 及 び 反 射 率 は 、 光 の 波 長 に 独 立 又 は ほ
ぼ 独 立 し て い な け れ ば な ら な い 。 デ ィ ス プ レ イ の 反 射 率 は パ ラ メ ー タ Ｐ 、 即 ち
【 ０ ０ １ ８ 】
Ｐ ＝ ｄ Δ ｎ ／ λ 　 （ １ ）
に よ っ て 決 定 さ れ る 。
こ こ で 、 ｄ は 液 晶 層 及 び あ ら ゆ る ホ イ ル の 全 厚 、 Δ ｎ は 液 晶 材 料 の 屈 折 率 異 方 性 、 λ は 入
射 光 の 波 長 で あ る 。 電 圧 を 電 極 に 与 え る こ と に よ っ て セ ル に 印 加 さ れ る 電 界 に 液 晶 層 １ ２
、 ２ ２ の デ ィ レ ク タ が 平 行 な と き に 構 成 の 暗 状 態 が 発 生 す る 場 合 、 セ ル の 波 長 依 存 性 が 低
下 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 従 っ て 、 高 電 界 で 暗 状 態 を 有 す る 光 学 モ ー ド は 、 反 射 ／ 電 圧
曲 線 が 或 る 電 圧 で 最 小 値 を 通 る よ う な 光 学 モ ー ド よ り も 良 好 な コ ン ト ラ ス ト 比 を 与 え る 。
こ の よ う な 光 学 モ ー ド は 、 前 面 偏 光 子 と 液 晶 層 と の 間 に １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル 又 は 場 合 に 応 じ
て 広 帯 域 １ ／ ４ ホ イ ル を 配 す る こ と に よ っ て 得 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
さ ら に 、 列 ド ラ イ バ 上 の 電 圧 ス イ ン グ を 小 さ す る た め （ そ の 結 果 と し て 、 デ ィ ス プ レ イ の
消 費 電 力 が 減 少 す る ） 、 反 射 ／ 電 圧 曲 線 は 急 勾 配 の 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 液 晶 材 料 の ツ イ
ス ト 角 を 増 加 す る こ と に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。 し か し 、 ツ イ ス ト 角 が 大 き い と 、
コ ン ト ラ ス ト が 高 い 状 況 下 で は 、 視 野 角 の 領 域 が 狭 い 結 果 と な る 。 さ ら に 、 透 過 デ ィ ス プ
レ イ の コ ン ト ラ ス ト 比 は 偏 光 子 が 垂 直 に 配 さ れ る と き 最 大 で あ る 。 従 っ て 、 ± ９ ０ ° の ツ
イ ス ト 角 を 有 す る 光 学 モ ー ド が 好 ま し い 。 図 ３ に は 、 デ ィ ス プ レ イ の 視 野 側 で の デ ィ レ ク
タ 、 セ ル の 背 面 側 で の デ ィ レ ク タ 、 １ ／ ４ 波 長 リ タ ー ダ ホ イ ル の 光 軸 、 及 び デ ィ ス プ レ イ
上 の 入 射 光 の 偏 光 の 相 対 的 な 向 き を 示 す 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
π ／ ２ と π と の 間 の 液 晶 ツ イ ス ト 角 に お い て 、 視 野 側 の デ ィ レ ク タ Ψ に 対 し て １ ／ ４ 波 長
ホ イ ル の 遅 相 軸 の 角 γ が 以 下 の 式 で 与 え ら れ る と き 非 駆 動 状 態 に お け る デ ィ ス プ レ イ の 最
高 輝 度 が 得 ら れ る こ と を 示 す こ と が で き る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
こ こ で ｍ は 任 意 の 整 数 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 非 ア ド レ ス 指 定 状 態 に お け る こ の 輝 度 は 、 ツ イ ス ト 角 φ が 以 下 の 式 で 与 え ら れ る
と き 、 最 大 で あ る 。
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 の こ と か ら Ψ ＝ ０ 及 び Ψ ＝ ± π ／ ２ に 対 し て φ ＝ π ／ ２ で あ る こ と が 分 か る 。 こ れ ら の
モ ー ド は 、 ｄ Δ ｎ ／ λ ＝ ０ ． ４ ４ で 最 大 反 射 を 提 供 す る 。 こ れ に よ っ て 、 液 晶 層 に 対 す る
セ ル ギ ャ ッ プ と ツ イ ス ト 角 と の 或 る 組 み 合 わ せ に よ り 、 明 状 態 に お い て 高 輝 度 の デ ィ ス プ
レ イ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
透 過 モ ー ド に 関 し て 、 基 本 的 に 、 高 電 圧 に お い て こ の こ と を 達 成 す る ２ つ の 異 な る 方 法 が
あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
先 に 述 べ た よ う に 、 液 晶 層 １ ２ 、 ２ ２ の 好 適 な ツ イ ス ト 角 は ± ９ ０ ° で あ る 。 （ 基 本 的 に
８ ０ ° 乃 至 １ ０ ０ ° の 間 の ） ツ イ ス ト 角 の 更 な る 微 調 整 は 、 よ り 大 き な 視 野 角 に お け る コ
ン ト ラ ス ト 比 及 び 階 調 反 転 を 改 良 す る こ と に よ っ て 可 能 で あ る 。 標 準 の ９ ０ ° ツ イ ス テ ッ
ド ネ マ チ ッ ク 透 過 セ ル １ ５ を 達 成 す る 簡 単 な 方 法 は 、 前 面 側 の 上 記 １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル １ ６
ａ を 取 り 除 き 、 背 面 側 １ ７ ｂ に 、 前 面 偏 光 子 に 対 し て 垂 直 の 偏 光 子 を 加 え る こ と で あ る 。
１ ／ ４ 波 長 ホ イ ル の み が 各 画 素 の 透 過 部 に お い て 取 り 除 か れ 、 反 射 部 で は 変 わ ら な い ま ま
で あ る の で 、 こ の 実 施 例 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 パ タ ー ン 化 １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル の 使 用 が 必
要 で あ る 。 斯 か る ホ イ ル を 達 成 す る 方 法 が 以 下 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
９ ０ ° ツ イ ス テ ッ ド ネ マ チ ッ ク 透 過 セ ル を 達 成 す る 第 ２ の 可 能 性 は 、 液 晶 セ ル ２ ５ の バ ッ
ク ラ イ ト 側 に 、 液 晶 セ ル の 前 面 側 の １ ／ ４ 波 長 プ レ ー ト の 遅 相 軸 に 対 し て 垂 直 な 遅 相 軸 を
有 す る 特 別 の １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル ２ ６ ｂ を 加 え る こ と で あ る 。 セ ル は 直 交 偏 光 子 ２ ７ ａ ， ２
７ ｂ に も 挟 ま れ る 。 こ の 解 決 策 は 図 ２ に 示 す よ う な 装 置 に 対 し て 有 用 で あ り 、 こ れ は 、 画
素 を サ ブ 分 割 せ ず に 解 決 可 能 で あ る の で 、 技 術 的 見 地 か ら 、 実 現 す る の が い く ぶ ん 容 易 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 の ２ つ の 透 過 セ ル の 間 の 比 較 が 図 ４ に 示 さ れ て い る 。 こ の 図 で は 、 両 方 の 解 決 策 に 対
し て 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し た 反 射 率 及 び 透 過 率 対 印 加 電 圧 が プ ロ ッ ト さ れ て い る 。 計 算 は
、 図 ３ に 示 す よ う に 、 Ψ ＝ π ／ ２ 、 φ ＝ π ／ ２ 及 び β ＝ ０ の ツ イ ス テ ッ ド ネ マ チ ッ ク モ ー
ド に 対 し て 行 わ れ て い る 。 照 明 は 反 射 モ ー ド と 透 過 モ ー ド と の 両 方 に 対 し て 標 準 白 色 光 で
あ り 、 曲 線 は 標 準 観 測 者 用 に 補 正 さ れ て い る 。 プ ロ ッ ト 値 は 式 ２ の ｍ の 値 に 依 存 し て い な
い 。 図 ４ か ら 明 白 で あ る よ う に 、 上 記 の よ う に 第 ２ の １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル を 加 え る 第 ２ の 解
決 策 は 、 明 状 態 に お い て 低 い 透 過 率 を 有 す る 。 こ れ は 、 第 １ の 解 決 策 を 利 用 し て い る デ ィ
ス プ レ イ と 同 じ 輝 度 を 得 る た め に は バ ッ ク ラ イ ト の 強 度 を 増 加 す る 必 要 が あ る こ と を 意 味
す る 。 従 っ て 、 第 １ の 解 決 策 に よ り 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 低 消 費 電 力 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
更 に 、 図 ５ 及 び 図 ６ は 、 そ れ ぞ れ 、 式 ２ の 中 の ｍ ＝ ０ 及 び ｍ ＝ １ に 対 す る 反 射 モ ー ド の コ
ン ト ラ ス ト 比 の 角 度 依 存 性 を 示 す 。 図 ５ か ら わ か る よ う に 、 中 央 面 デ ィ レ ク タ に 対 し て 垂
直 で あ る １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル の 遅 相 軸 を 有 す る ｍ ＝ １ の 視 野 角 が 僅 か に 良 好 な よ う で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
透 過 モ ー ド の コ ン ト ラ ス ト 比 の 視 野 角 依 存 性 が 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 さ れ る 。 上 記 の 両 方 の 解
決 策 と も 、 コ ン ト ラ ス ト 比 は ｍ と は 無 関 係 で あ る 。 図 ７ 及 び 図 ８ か ら わ か る よ う に 、 視 野
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角 は 、 パ タ ー ン 化 １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル を 有 す る 第 １ の 解 決 策 に 対 し て 非 常 に 良 好 で あ る （ 図
７ に 示 す ） 、 即 ち 、 透 過 光 は そ の 光 路 上 の １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル を 透 過 し て 観 測 者 に 到 達 し な
い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
結 果 と し て 、 上 に 示 す よ う に 、 パ タ ー ン 化 １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル を 得 る こ と は い っ そ う 難 し い
が 、 こ の 解 決 策 は サ ブ 画 素 を 有 す る 透 過 デ ィ ス プ レ イ に 制 限 さ れ 、 効 率 及 び 視 野 角 依 存 性
が 大 き く 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
パ タ ー ン 化 １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル は 反 応 性 液 晶 材 料 の 光 重 合 に よ っ て 製 造 す る こ と が で き る 。
こ れ ら の 材 料 は 薄 い ポ リ マ ー 配 向 膜 か ら 配 向 を 得 て お り 、 液 晶 層 を 配 向 さ せ る た め に 使 用
さ れ る も の と 同 様 で あ る 。 本 発 明 に よ れ ば 、 プ ラ ナ ー 配 向 及 び ｄ Δ ｎ ＝ λ ／ ４ の リ タ デ ー
シ ョ ン に 対 応 す る 厚 さ を 有 す る 反 応 性 液 晶 材 料 の 膜 か ら 開 始 す る こ と が 提 案 さ れ る 。 こ れ
に よ っ て 、 所 望 の 位 置 に お い て 即 ち 反 射 サ ブ 画 素 に お い て １ ／ ４ 波 長 リ タ ー ダ の 機 能 を 有
す る 反 射 液 晶 層 が も た ら さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 デ ィ ス プ レ イ の 透 過 部 分 、 即 ち 透 過 サ ブ 画 素 に お い て 、 １ ／ ４ 波 長 リ タ
ー ダ と し て 機 能 し な い よ う に す る 目 的 で 、 上 記 の 層 を 局 所 的 に 修 正 す る ３ つ の 方 法 が あ る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
第 １ の 方 法 を 以 下 に 記 載 す る 。 反 応 性 液 晶 材 料 層 が 基 板 上 に 配 さ れ る 。 そ の 後 、 １ ／ ４ 波
長 機 能 が 望 ま れ な い デ ィ ス プ レ イ の 部 分 、 即 ち デ ィ ス プ レ イ の 透 過 部 分 に お い て ｄ ＝ ０ を
得 る た め に 、 所 望 の パ タ ー ン に 対 応 す る マ ス ク が 反 応 性 Ｌ Ｃ 層 に 当 て は め ら れ 、 こ の マ ス
ク を 介 し て 光 重 合 が 行 わ れ 、 そ の 後 、 反 応 し て い な い 液 晶 材 料 が 局 所 的 に 取 り 除 か れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
第 ２ の 方 法 を 以 下 に 記 載 す る 。 反 応 性 液 晶 層 が 基 板 上 に 配 さ れ 、 そ の 後 こ の 層 に ２ 回 の 光
重 合 露 光 が 行 わ れ る 。 こ の 露 光 の う ち の １ つ は 、 上 記 の 方 法 の よ う に マ ス ク を 介 し て な さ
れ る 。 さ ら に 、 １ つ の 露 光 は 、 反 応 性 液 晶 材 料 が ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 相 に あ る と き の 温 度 に
液 晶 材 料 を 保 持 し な が ら 行 わ れ 、 も う 一 方 の 露 光 は 、 液 晶 材 料 の ク リ ア リ ン グ ポ イ ン ト よ
り 上 の 温 度 で 行 わ れ る 。 こ の よ う に し て 、 反 応 性 液 晶 層 は 、 複 屈 折 率 Δ ｎ ≒ ０ ． １ を 有 す
る 領 域 及 び Δ ｎ ≒ ０ の 領 域 に パ タ ー ン 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
第 ３ の 方 法 を 以 下 に 記 載 す る 。 こ こ で 、 液 晶 材 料 の 配 向 は 選 択 的 に 変 え る こ と が で き る 。
１ ／ ４ 波 長 ホ イ ル を 必 要 と す る セ ル の 部 分 は 、 リ タ ー ダ 及 び 偏 光 子 の 透 過 軸 の 間 に ４ ５ °
の 角 度 に お い て プ ラ ナ ー 配 向 が 与 え ら れ る 。 １ ／ ４ 波 長 機 能 を 得 て は な ら な い 部 分 は 、 ホ
メ オ ト ロ ピ ッ ク 配 向 又 は 偏 光 子 の 透 過 軸 若 し く は 吸 収 軸 に 平 行 の プ ラ ナ ー 配 向 が 与 え ら れ
る 。 こ れ は 、 例 え ば 光 配 向 に よ り 発 生 す る パ タ ー ン 化 配 向 層 を 用 い る こ と に よ っ て 達 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
上 記 の 方 法 の 変 形 例 は 、 １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル の 機 能 を 有 す る べ き で は な い 画 素 の 透 過 部 の リ
タ デ ー シ ョ ン フ ィ ル ム の 部 分 に 幾 つ か の 複 屈 折 を 与 え る こ と に よ っ て デ ィ ス プ レ イ を 更 に
最 適 化 す る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 偏 光 子 の 主 軸 の う ち の １ つ に 正 確 に 平 行 で は な い 層 の 部 分
に 配 向 を 規 定 す る こ と に よ っ て 、 又 は 液 晶 層 の 複 屈 折 を 局 所 的 に 小 さ な 値 （ ゼ ロ で は な い
） に 減 少 す る こ と に よ っ て 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 記 の 構 成 及 び 方 法 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 単 一 セ ル ギ ャ ッ プ 、 即 ち 透 過 サ ブ 画 素 及 び
反 射 サ ブ 画 素 に 対 し て 等 し い セ ル ギ ャ ッ プ 、 及 び 単 一 配 向 層 を 有 す る 半 透 過 液 晶 デ ィ ス プ
レ イ を 生 産 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 半 透 過 型 デ ィ ス プ レ イ の 製 造 が 、 現 在 使 用
さ れ て い る 種 類 の Ｌ Ｃ Ｄ 技 術 と 同 等 且 つ 適 合 す る 。 例 え ば 、 こ の 構 成 に よ り 、 光 配 向 の 使
用 が 不 要 に な る 。 さ ら に 、 こ の 発 明 の デ ィ ス プ レ イ の 構 成 は 、 透 過 及 び 反 射 が 光 の 波 長 に
依 存 し な い と い う 事 実 に よ っ て 、 高 い コ ン ト ラ ス ト 比 を 有 す る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
パ タ ー ン 化 λ ／ ４ ホ イ ル を 使 用 し た 解 決 策 に よ っ て 、 ２ つ の 分 離 し た λ ／ ４ ホ イ ル を 使 用
し た 代 替 解 決 策 よ り も 、 よ り 高 い バ ッ ク ラ イ ト 効 率 及 び よ り 良 好 な 視 野 角 特 性 が 提 供 さ れ
る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 最 良 の 性 能 は ｍ ＝ １ で 与 え ら れ 、 こ の 解 決 策 は 、 水 平 方 向 に 大 き
な 視 野 角 を 確 保 す る た め に パ タ ー ン 化 ホ イ ル 及 び β ＝ π ／ ４ を 伴 な う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
従 っ て 、 ９ ０ ° の ツ イ ス ト 角 を 有 す る 単 一 ギ ャ ッ プ の 半 透 過 型 デ ィ ス プ レ イ が 提 案 さ れ る
。 デ ィ ス プ レ イ は 、 反 射 型 及 び 透 過 型 の サ ブ 画 素 を 備 え る こ と が で き る 。 半 透 過 型 デ ィ ス
プ レ イ は 同 時 に 両 方 の モ ー ド で 動 作 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 デ ィ ス プ レ イ の 利 便
性 が 大 き く 増 加 す る 。 デ ィ ス プ レ イ の 視 野 側 に お い て 偏 光 子 と 液 晶 層 と の 間 に λ ／ ４ ホ イ
ル 又 は 場 合 に よ っ て 広 帯 域 λ ／ ４ を 配 す る こ と に よ っ て 、 ９ ０ ° ツ イ ス テ ッ ド ネ マ チ ッ ク
層 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
上 記 の デ ィ ス プ レ イ の 反 射 モ ー ド は 前 面 偏 光 子 の み で 機 能 し 反 射 背 面 電 極 を ミ ラ ー と し て
使 用 す る こ と に 注 意 さ れ た い 。 他 の 従 来 の 半 透 過 型 デ ィ ス プ レ イ で は 、 反 射 体 は 液 晶 セ ル
の 外 側 に 位 置 し 、 背 面 偏 光 子 が デ ィ ス プ レ イ の 透 過 モ ー ド と 反 射 モ ー ド と の 両 方 で 使 用 さ
れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 サ ブ 画 素 化 透 過 デ ィ ス プ レ イ の 一 画 素 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 半 透 過 ミ ラ ー の 透 過 デ ィ ス プ レ イ の 一 画 素 の 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 デ ィ ス プ レ イ の 視 野 側 で の デ ィ レ ク タ 、 液 晶 セ ル の 背 面 側 で の デ ィ レ ク タ 、 １ ／
４ 波 長 ホ イ ル の 光 軸 、 及 び デ ィ ス プ レ イ 上 の 光 入 射 の 偏 光 の 相 対 的 な 向 き を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 半 透 過 デ ィ ス プ レ イ に 対 し て 、 反 射 率 及 び 透 過 率 対 電 圧 の 理 論 計 算
を 示 し て い る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 半 透 過 デ ィ ス プ レ イ の 反 射 部 の 、 ｍ ＝ ０ に 対 す る コ ン ト ラ ス ト 比 の
角 度 依 存 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 半 透 過 デ ィ ス プ レ イ の 反 射 部 の 、 ｍ ＝ １ に 対 す る コ ン ト ラ ス ト 比 の
角 度 依 存 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 半 透 過 デ ィ ス プ レ イ の 透 過 部 の 、 １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル に よ る 解 決 策 を
備 え て い な い 場 合 の コ ン ト ラ ス ト 比 の 角 度 依 存 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 半 透 過 デ ィ ス プ レ イ の 透 過 部 の 、 二 重 １ ／ ４ 波 長 ホ イ ル に よ る 解 決
策 に 対 す る コ ン ト ラ ス ト 比 の 角 度 依 存 性 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

透反液晶显示装置本发明涉及一种透反液晶显示装置（11,21），它包括
多个像素，每个像素包括一个夹在前后电极装置（13,23; 14,24）之间的
液晶层（12,22）。）以及前后偏振器装置（17a，27a; 17b，27b）。所
述显示装置的特征在于，在所述前偏振器（17a，27a）和所述液晶层
（12,22）之间至少部分地设置光学λ/ 4层（16a，26a），并且所述液晶
层（12）22）是具有基本上在±80-100°范围内的扭转角的液晶层，例如
90°。本发明还涉及用于产生用于如上定义的液晶显示器的四分之一波长
箔的方法。
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